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クラブ会報 
月間スピーチ⑥ 

ロータリー情報・家族委員会 

第 22 回例会 （通算第 599 回） 

事  務  局  ： 福 島 県 福 島 市 天 神 町 13-5 ｱﾝﾋﾞｯｸｽ 5 201 号   TEL：024-525-2331  FAX：024-525-2332 

WEB サイト ： h t tp：//www.fukush ima21rc . jp/    E-mai l  ：  f21rc@fukush ima21rc . jp  

☆会 報 ・雑 誌 ・広 報 委 員 会    委 員 長 ：松 本 和 彦   委 員 ：粕 谷 悦 功   藤 野 圭 史   樋 口 静 克  

＜ 2013-2014 年度 ＞   会 長 ： 阿部 正美   幹 事 ： 伊藤 淳一 

T H E  F O U R - W A Y  T E S T  

四 つ の テ ス ト  

1   真実かどうか 

2  みんなに公平か 

3  好意と友情を深めるか 

4  みんなのためになるかどうか 

【日付】 12 月 12 日 （木） 

【場所】 サンパレス福島

【開会点鐘】 18 時 30 分 

【出席報告】 

会員数： 55 名 

出席数： 26 名 

出席率： 48.15％ 

長期欠席者： 1 名 

出席免除者： 4 名 

【会報発行】 

第 2530 地区県北第一分区 

福島 21 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 

委員会報告 
■財団 BOX 

8,000 円 
■ｽﾏｲﾘﾝｸﾞ BOX 

33,000 円 
■米山 BOX 

4,000 円 

会 長 あ い さ つ 

 会長 ： 阿部 正美 

本日の例会は、久しぶりの新入会員の入会式と、月間 

スピーチ⑥ロータリー情報・家族委員会の担当になって 

おります。よろしくお願いします。また、来週は、今年最後 

の例会となります、「家族クリスマス例会」Ｓｔ．ヴェルジェ 

教会で午後６時から行われます。大いに盛り上がって楽し 

い例会にしたいと思いますので、クラブ奉仕第二委員会はじめ担当の委員会の皆さん

よろしくお願いします。 

                  地区「ロータリー財団補助金管理セミナー」 

12 月 7 日（土）：郡山市南東北総合卸センターにて 2530 地区 ロー

タリー財団 補助金管理セミナーが開催され、木村会長エレクト 

と私、甚野が出席致しました。  

概要は、ポールハリスソサエティの協力要請 

毎年 1,000 ドル以上の寄付を行い認定される。全世界で（会員 120 万人中）35,000 人が認定。

当地区で 80 人を目指す。ポールハリスソサエティへは難しくても、身近なところで様々な形で協

力することはできる。 事例：剣道部への竹刀 20 本寄贈（会津一箕中）・小鳥の森案内看板寄贈

（福島市）・バレーボール協会へボール寄贈   など 

次年度活動するために、内容を検討しエントリーを行う。（12 月末日まで） 

※補助金の仕組みや流れをしっかりと知り、疑問点を速やかに解決するようにお願いします。 

 

出 席 報 告 

甚野 理亮 副幹事 

入   

会 

式 

 新入会員の紹介 

 橘内 美智夫さん「分類：工作機械販売」 

  (株)エムテーテック 代表取締役 

 野田 信光さん 「分類：教育福祉」 

  創生グループ 専務理事 

 「皆様どうぞ宜しくお願い致します」 
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【本日のプログラム】 

1. 開会点鐘 

2. RC ソング斉唱 

   「奉仕の理想」 

3. 四つのテスト唱和 

4. お客様紹介と 

     会長あいさつ 

5. 入会式 

6. 出席報告 

7. 幹事報告 

8. 委員会報告 

「お食事をどうぞ」 

9. 月間スピーチ⑥ 

  担当：ロータリー情報・ 

家族委員会 

10. 閉会点鐘 

 

【プログラム実施予定】 

１2 月 12 日(木) 

    月間スピーチ⑥ 

19 日（木） 

家族クリスマス例会 

26 日（木） 

休会(3) 

１月 4 日（土） 

市内ロータリークラブ 

合同新年例会 

(受付 12 時より) 

  9 日（木） 

   月間スピーチ⑦ 

【 ご寄付者と BOX メッセージ 】 

■スマイルボックス寄付者■ 

よろしくお願いいたします。 野田信光 

橘内、野田会員の入会を記念して 阿部正美 水野博光 

誕生祝いより 伊藤淳一、関根高明 

野田さん、橘内さん、入会おめでとう!楽しく奉仕活動しましょう 宗形守敏 

阿部正美 三瓶善明 佐々木廣充 佐藤敬 若穂囲四平 野崎正広 木村幸二 甚野理亮  

今泉睦 宍戸和則 

■財団ボックス寄付者■  

 阿部正美 宗形守敏 水野博光 安部宏 三瓶善明 佐々木廣充 若穂囲四平 瀬戸邦弘 

■米山記念奨学会寄付者■ 

 阿部正美 水野博光 安部宏 菅藤裕之 

月間スピーチ⑥：ロータリー情報・家族委員会 

 

安部 宏 

ロータリー情報・家族委員 

ロータリー家族月間にあたり、家族について紹介いたします。 

安部家（９人家族）でして。じい、ばあ、夫婦、長男夫婦、孫３人 

近所には二男夫婦、孫２人が居ります。東日本大震災の時に、 

放射能被害の心配から、長男家族が山形に避難。長男一家の 

いなかった一年間は火が消えたような寂しさを体験しました。孫 

を福島県の小学校に入学させるため、残った４人が協力し、努力 

して、無事に９人家族の生活を取り戻した。 

ひとつ屋根の下に９人が住めば、いざこざは絶えない。はじめ 

はお互いに気を遣って暮らしていても、だんだんわがままになり、色々な問題が起きる。意見を出し合

い、隣に家を建てて別に暮らしたり、家族会議を開くなどして、今の日々があります。総勢１３人が集合

し、月２～３回のどんちゃん騒ぎ。家族というのは本当にありがたいものです。 

次に、仕事について紹介いたします。 

農蚕高校卒業後、農業に従事。養蚕業から養豚業を経て、農業だけでは大変と考え、宅建免許取得

のため勉強を始めました。冬から春の間は不動産会社に勤め、宅建免許取得後に不動産会社を設

立。今に至っています。農業をしていた時、青年団に入団。３０名～４０名が集まる青年団の活動は、

上下関係が厳しく、自分の人生の中ではこの時の経験が良かったと思っている。 

３０代前半、不動産研究会を発足。毎月勉強会を開催。４名で始まった研究会は現在２４名となり、月１

回の勉強会は続いている。テーマは失敗事例を発表する事。他にセブンスター会という会も同じく３０

代前半から今まで続いています。長続きの要因は、上下関係を大事にしていることと、個人的な事を

大切にしていることだと思っています。４５歳まで商工会議所青年部に所属。百人以上のメンバーと一

緒に勉強してきました。同世代のメンバーが勉強会や遊びや飲み会など色々な形で関わるのが良い

経験になると思います。４５歳で卒業となるため、その後ロータリークラブやライオンズクラブなどに所

属する人が多いようです。自分は３０～４０代にロータリークラブへ憧れ、１３年前に入会。親から「まだ

早い。」と言われた事を思い出します。人生でいろいろな経験をしてきたが、毎日が楽しい。日々忙しい

方が楽しいと思っています。今が一番楽しい。自分の家族だけでなく、ロータリークラブの皆さんも家

族。会社も家族と同じと思っている。礼儀、上下関係を大事にする団体であって欲しいと思います。 

これからも何歳になってもロータリーを大事に思い、楽しくやっていきたい。ロータリーを愛する思いを

お伝えし、スピーチとします。              

 


